
  

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケートについて 
 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございます。今年度も残り少な

くなってきましたが、次年度に向けて子供たちは、日々の活動に張り切って取り組んでいます。 

11 月に行いました学校評価アンケートにご協力いただき、心よりお礼を申し上げます。アンケートの結

果を今後の教育活動の計画と改善のための貴重な資料とさせていただきます。 

 

【児童アンケート】 
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【家庭数配布】 
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

1 相手の気持ちを考えて行動しようとしていますか。

2 めあてをもって学習に取り組もうとしていますか。

3 いろいろなことを最後までやり通していますか。

4 自分のめあてをもって体を動かしていますか。

5 学校は楽しいですか。

6 家に帰って、自分の家でべんきょうや読書をしていますか。

7 進んで明るいえがおであいさつをしていますか。

8 言葉づかいに気をつけていますか。

9 安全に気をつけて生活していますか。

10 みんなで使うものを大切にしていますか。

11 進んで本を読もうとしていますか。

12 チャイムがなったら、すぐに席にすわっていますか。

13 先生はわかりやすく教えたり、くわしく教えたりしてくれますか。

14 先生は話を聞いたり、そうだんにのったりしてくれますか。

15 友達の考えを注意して聞いていますか。

16 校ぼうをかぶって登下校をしていますか。

17 ろうかはしずかに右がわを歩いていますか。



【児童アンケートより】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各アンケートの結果から、概ね８割以上が肯定的な回答数値だとわかりました。特

にアンケート１・２・３・５・９・１０・１５・１６は９割以上の数値となりました。

特に１５については、昨年度と比べても１割程度肯定的な数値が伸びました。本校の

目指す学校像に向けた取り組みに対して、児童も肯定的に捉え、応えてくれたことが

伝わる結果といえます。全体として教師・児童が、同じ方向を向きながら共に力を合

わせてよりよい学校生活を送ろうとしていることが感じられます。 

児童が教職員との関係について回答したアンケート１３・１４でも、児童から肯定

的な回答が９割以上の数値となりました。児童が、教師との関係を構築できていると

感じているようです。今後も教員間はもちろん、心のふれあい相談員、スクールカウ

ンセラーとともに学校としての教育相談機能を高め、児童一人一人の心に寄り添う支

援や丁寧な対応を心がけていきます。 

反面、アンケート８・１１・１７の項目については８割を下回る数値となりました。

言葉遣いや読書活動・廊下の歩き方に関する内容です。児童の言葉遣いにつきまして

は、学年が上がるにつれて、TPO を意識した言葉がつかえるように指導していきま

す。また、どんな言葉や伝え方が相手にとって嬉しくなったり、傷ついたりするのか

など、日頃の生活や授業を通して児童に伝え、よりよく関われるように支援します。

文章に表現したり、言葉で伝え合ったりする際に必要となってくる語彙を増やし、文

章に慣れ親しむためには読書がとても大切です。学校でも時間を確保し、読書に親し

む児童の育成に努めていきます。ご家庭でも、読書の習慣化にご協力ください。廊下

の歩行につきましては、廊下に潜む危険性について児童の認識を徹底させるととも

に、教員間でも指導・対応のあり方について共通認識を図り、事故の未然防止に努め

ていきます。 



【保護者アンケート】 ※回答率７８．４％ 
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1 思いやりのある子　相手のよさを認め、協力して取り組もうとしている。

2 進んで学ぶ子　自分で課題を見つけ解決しようとしている。

3 さいごまでやりぬく子　さまざまな活動を責任をもって最後までやり通している。

4 じょうぶなからだをもった子　自ら体力向上に努め、進んで運動をしている。

5 子供は、学校に楽しく通っている。

6 子供は、友達と仲良く遊んでいる。

7 子供は、家庭で進んで学習に取り組んでいる。

8 子供は、進んで明るい笑顔での挨拶をしている。

9 子供は、学校での出来事や様子をよく話してくれる。

10 子供は、保護者や地域の人に礼儀正しく接している。

11 子供は、交通ルールや社会のマナーを守っている。

12 子供は、SNS家庭ルールを守っている。

13 学校は、学力向上のために意欲的に教育活動に取り組んでいる。

14 学校は、子供に読書活動を推進している。

15 学校は、お互いの考えを注意して聞き合えるように指導している。

16 学校は、体験活動を取り入れたり、具体物を用いたりした授業を行い、

子供が自ら活動する授業を行っている。

17 学校は、計画を立て、学習のめあてを明確にした授業を行っている。

18 学校は、子供のよさを見付け、賞賛したり励ましたりしている。

19 学校は、校内・校外の安全に目を向けて整備を行っている。

20 学校は、子供のことを理解してくれている。

21 学校は、連絡や相談をしやすい。

22 学校は、特色ある教育活動を行っている。

23 学校は、タブレット活用など積極的にＩＣＴ教育推進に取り組んでいる。

24 学校は、教育方針や教育内容を分かりやすく伝えている。



【保護者アンケートより】 

まず、回答率が５５％から７８%に大きく上がりました。回答方法を昨年度は児童用タブレット

に限定していましたが、今年度は保護者の方のスマートフォンからも対応可能になったことが大

きな要因として考えられます。また、新型コロナウィルスの影響が昨年よりも弱まり、学校行事も

徐々に戻ってきていることも影響していると考えられます。お忙しい中ご協力くださりありがと

うございます。 

今年度は昨年度比較で、肯定評価(1・2 の合計)の割合が下落している項目が多い結果となりま

した。特に大きく下がったものは、7 の『子供は家庭で進んで学習に取り組んでいる。』が昨年度

よりマイナス１１ポイント、１０の『子供は、保護者や地域の人に礼儀正しく接している』がマイ

ナス９ポイント、『学校は子供に読書活動の推進をしている』がマイナス８ポイント、２４『学校

は、教育方針や教育内容をわかりやすく伝えている』がマイナス１１ポイントとなっています。宿

題への取り組み方の指導、継続して習慣化にしていくことをより教員側が意識する必要があるこ

とが課題です。また読書活動は昨年度よりもさらに一層力を入れて行っていますが、保護者の皆様

に伝わっていないということがわかりました。学校側からの発信をより多くしていくことが根本

的な課題であると言えそうです。 

一方で大きく向上したのが５の『子供は、学校に楽しく通っている』が昨年度の８７％から９

３％に上がっています。新型コロナウィルスの影響で様々な制限があった昨年度より、教育活動が

盛んになり、子供たちが生き生きと学校に通えるようになった証ではないかと思います。 

 

 

☆学校アンケートの回答から 

 

 

 

 

 

〇遠足の行き先について 

→今年は、遠足を実施できたことだけでもよかったと考えています。来年度の遠足の目的地については、

今後の感染状況を鑑みながら、公共交通機関の利用も含めて、検討していきたいと考えています。 

 

〇タブレットの持ち帰りについて 

→練馬区では、原則毎日持ち帰り、家で充電することになっていますが、１年生などは、毎日持ってくる

のではなく、授業で使用する日のみ持ってくることになっています。また、教科書等はなるべく学校に

置いて帰り、持ち帰りの荷物を少なくするように取り組んでいます。 

 

〇個人面談を、１学期の他にも設定してほしい。 

→ありがとうございます。お子様のことで何か気になることがありましたら、担任に連絡をいただけれ

ば、１学期以外でも面談を設定させていただきます。お気軽に担任までお声がけください。 

 

〇不審者の情報をもっと詳しく知りたい。 

→ごもっともだと思いますが、被害児童が特定できないように配慮すると共に、不審者についても、特徴

を詳しく書いたことで関係のない人が間違って犯人扱いされてしまうことがあります。そのため、場所

と大まかな特徴しかお伝えできない状況です。ご理解いただけたらと思います。 


